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１．対象地域の状況
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１．阿南安芸自動車道の概要
⃝阿南安芸自動車道は、徳島県阿南市から高知県安芸市に至る高規格道路であ
り、『四国8の字ネットワーク』の一部を構成する。

⃝奈半利～安芸間は、東側を北川奈半利道路、西側を安芸道路に挟まれた、阿南
安芸自動車道の高知県側最後の未事業化区間となっている。

■四国東南地域の高規格道路の整備状況

■広域位置図

桑野道路(6.5km) ︓平成23年度事業化
福井道路(9.6km) ︓平成24年度事業化
日和佐道路(9.3km) ︓平成7年度事業化 平成23年度までに開通
牟岐～海部(10.0km) ︓平成30年度計画段階評価完了

平成30年度都市計画決定
海部野根道路(14.3km) ︓平成31年度事業化
野根安倉道路(8.5km) ︓令和2年度事業化
北川道路1工区(9.0km) ︓令和3年度事業化
北川道路2-2工区(4.0km) ︓平成25年度事業化
北川奈半利道路(5.0km) ︓平成8年度事業化 平成22年度までに開通
奈半利安芸道路(13.1km) ︓計画段階評価完了【平成31年2月28日】
安芸道路(5.8km) ︓平成24年度事業化

あなん あき

※四国8の字ネットワーク
四国縦貫自動車道、四国横断自動車道、高知東部自動車道、阿南安芸自動車道で
構成される高速交通ネットワークで、平時の救急搬送や災害発生時の『命の道』としての役
割や観光・産業の活性化といった様々な効果が期待されます。
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【事業概要】
• 事業名 ︓一般国道５５号 奈半利安芸道路（安田～安芸）
• 起終点 ︓高知県安芸郡安田町東島～高知県安芸市伊尾木
• 延長等 ︓9.1ｋｍ（第1種第3級、設計速度８0ｋｍ/ｈ）
• 車線数 ︓２車線（自動車専用道路）
• 全体事業費︓約490億円
• 計画交通量︓約9,300台／日

【事業の経緯等】
• 平成31年2月28日 ︓計画段階評価手続き完了

事業位置図 標準断面図
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３．地域の課題と整備効果
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55

最大津波高 約16m

国道55号の
約８割が浸水

と
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なはり あき やすだ あき
奈半利安芸道路（安田～安芸） 延長9.1km

こ
う
ち

至
高
知
市

１．信頼性の高いネットワークの確保

【課題】
南海トラフ地震は今後30年以内の発生確率が70～80％であり、対象区間の最大津波高は最大16mと予測。唯一の幹
線道路の国道55号（安田町東島～安芸市伊尾木）のうち約8割が浸水。

南海トラフ地震発生時に機能する緊急輸送道路の確保が必要。
【整備効果】
○奈半利安芸道路（安田～安芸）の整備より、津波浸水する国道55号に代わり、南海トラフ地震発生時に機能する信頼
性の高いネットワークを確保し、円滑な救援活動に寄与。

なはり

あきやすだちょう

あき やすだ あき

地域の課題と一般国道５５号 奈半利安芸道路（安田～安芸）の整備効果
なはり あき やすだ あき

ひがしじま いおき

現地盤高9.3m

あき しもやま

■道路断面イメージ（安芸市下山付近）

12.0m

道路整備により、津波等の影響を受けない
信頼性の高いネットワークを確保

津波
浸水深0.8m

なはり あき

■奈半利安芸道路周辺の津波浸水想定区域図

やすだ あき

■安田～安芸間を移動する経路における津波浸水区間の延長

【現況】約6.8km（国道55号経由）
なはり あき やすだ あき

→【整備後】0km（奈半利安芸道路（安田～安芸）経由）

出典︓【津波浸水想定区域】南海トラフ巨大地震による震度分布・津波浸水予測(H24.12）高知県
出典︓【最大津波高】南海トラフの巨大地震に関する津波高、浸水域、被害想定の公表について（H24.8）内閣府）

断面

あきひがし
安芸東IC(仮称) やすだ

安田IC
(仮称)
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計画中区間
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津波浸水予測区間

凡 例
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地域の課題と一般国道５５号 奈半利安芸道路（安田～安芸）の整備効果
なはり あき やすだ あき

こうち

■高知県東部地域の
観光入込客数の推移

【課題】
全国1位の収穫量を誇る高知県産のゆずは、高知市に位置する園芸流通センターで一元集荷・出荷。ゆずで有名な馬路村
など高知県東部地域（安田町以東）からの出荷は全国の約2割を占めるが、土砂流出や越波等による通行止め等の発生
時に不通となり、安定的な出荷が困難。

高知県全体の観光入込客数は増加傾向。一方、高知県東部地域（安田町以東）への観光では、他府県との玄関口であ
る高知自動車道や高知龍馬空港・高知新港からの移動に時間を要するため、観光客数が伸び悩んでいる。
【整備効果】
○通行止めが発生する国道55号に代わり、災害に強い当該路線が安定的な出荷を支援。
○高知龍馬空港からのアクセス性が向上することで、高知県東部地域（安田町以東）の観光振興を支援。
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高知県東部地域
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は伸び悩み
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出典︓平成30年産特産果樹生産動態等調査
出典︓高知県の園芸（平成31年3月）

こうち

■ゆずの国内及び高知県のシェア ■地場産品の搬送状況

【撮影日︓平成20年6月）
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▼写真①︓降雨による土砂流出状況

【撮影日︓平成30年9月）
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こうち やすだちょう きたがわむら

■高知龍馬空港～安田町以東（北川村役場）間の所要時間の短縮
【現況】71分≪50分≫ →【整備後】47分（約24分≪約3分≫短縮）※

※≪≫内の値は事業中区間を整備済みとした場合の
所要時間・短縮効果
出典︓平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
（混雑時平均旅行速度）を基に算出

やすだ あき

■安田～安芸間を移動する経路における通行止め箇所及び防災点検要対策箇所
なはり あき やすだ あき

【現況】4箇所（国道55号経由） →【整備後】0箇所（奈半利安芸道路（安田～安芸）経由）

※

２．産業振興や観光振興に寄与
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こうち

こうち こうち
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地域の課題と一般国道５５号 奈半利安芸道路（安田～安芸）の整備効果
なはり あき やすだ あき

３．安全安心な医療アクセスの確保

【課題】
高知県東部地域（安田町以東）には高度救急医療などを行える第三次救急医療機関がなく、高知市の施設に依存せざる
を得ない状況。（高知県東部地域（安田町以東）から高知市内の第三次救急医療機関への管外搬送:年間337件）

管外搬送の半数以上を占める室戸市消防本部管内が第三次救急医療機関の60分圏域外となっている。

■第三次救急医療機関60分圏域の拡大

【整備効果】
○奈半利安芸道路（安田～安芸）の整備により、高知県東部地域（安田町以東）から第三次救急医療機関への搬送時
間が短縮することで、第三次救急医療機関の60分圏域人口が拡大し、整備前は圏域外となっていた室戸市消防本部管内
の一部が60分圏域内となるなど、高知県東部地域のカバー率は約4割まで増加。
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本部管内
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出典︓【搬送件数】各消防本部へのヒアリング結果（R2.7）

安芸市
あ き

安田町
やすだちょう

芸西村
げいせいむら

奈半利町
なはりちょう

室戸市
むろと

北川村
きたがわむら

馬路村
うまじむら

田野町
たのちょう

東洋町
とうようちょう

香南市
こうなん

南国市
なんこく

高知市
こうち

▼第三次救急医療機関
への搬送件数

むろと
室戸
53%

搬送件数
(R1)
337
件/年

ちゅうげい
中芸
47%

むろと ちゅうげい
※室戸市消防本部、中芸広域連合消防本部

むろと

室戸市消防
本部管内から
の搬送件数
が半数以上

こうち

やすだちょう

やすだちょう こうち

こうち

むろと

なはり こうち やすだちょう

むろと

こうち

一般国道
（指定区間）
一般国道
（指定区間外）
関連事業区間
（開通済）
関連事業区間
（事業中）

対象区間

調査中区間

第三次救急医療機関

凡 例

な は り あ き
奈半利安芸道路

や す だ あ き
（安田～安芸）
延長9.1km

あき やすだ あき

こうち

むろと こうち

■室戸市市境から高知医療センターまでの搬送時間が短縮

【現況】81分≪60分≫
⇒【整備後】56分（約25分≪約4分≫短縮）

※

※

【現況】0人（0％）≪約9,300人（34％）≫
⇒【整備後】約10,600人（39％）≪5％≫増加

※

※

【現況】0人（0％）≪約0人（0％）≫
⇒【整備後】約1,100人（7％）≪7％≫増加

※

※

こうち やすだちょう

■高知県東部地域（安田町以東）の第三次救急医療
機関の60分圏域人口カバー率が増加

むろと

■室戸市消防本部管内の第三次救急医療機関の
60分圏域人口カバー率が増加

※≪≫内の値は事業中区間を整備済みとした場合の所要時間・短縮効果・60分圏域人口カバー率
出典︓平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（混雑時平均旅行速度）を基に算出

第三次救急医療機関60分圏域拡大範囲
あき
(安芸道路開通時点)

現況の60分圏域

第三次救急医療機関60分圏域拡大範囲
なはり やすだ やすだ あき

(奈半利安田道路(安田～安芸)開通時点) 10



徳島JCT～高知JCT間における総費用は10,474億円、3便益による総便益は11,041億円で費用便益比は1.1
 「安田～安芸」区間における総費用は348億円、3便益による総便益は151億円で費用便益比は0.4

注１）︓JCT間とは、徳島JCT～高知JCTを対象とした場合
注２）︓基準）年（令和3年）における現在価値を記載
注３）︓費用および便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある

とくしま こうち

事業の効果
とくしま こうち

あきやすだ

項目 ＪＣＴ間 安田～安芸
総費用（Ｃ） 10,474億円 348億円

事業費 9,765億円 325億円

維持管理費 503億円 23億円

更新費 207億円 -

総便益（Ｂ） 11,041億円 151億円

走行時間短縮便益 9,460億円 118億円

走行経費減少便益 1,244億円 17億円

交通事故減少便益 337億円 16億円

費用便益比（B/C） 1.1 0.4

経済的内部収益率（EIRR） 4.2% 0.1%

やすだ あき

11



徳島JCT～高知JCT間における防災機能評価の脆弱度は、整備前0.88[C]から整備後0.78[C]となる。
 「安田～安芸」区間における防災機能評価の脆弱度は、整備前1.00 [D] から整備後0.81 [C] となる。

注）上段の値は、徳島JCT～高知JCTを対象とした場合、下段の（ ）書きの値は事業区間を対象とした場合
の防災機能評価結果。

※被災する拠点の最寄りインターチェンジを拠点とした評価

とくしま こうち

とくしま こうち

事業の効果

あきやすだ

改善
ペア数

脆弱度
(防災機能ランク) 累積脆弱度

の変化量
改善度

評価
整備前 整備後 通常時 災害時

66
(4)

0.88
［C］
1.00
［D］

0.78
[C]
0.81
[C]

927.41
(31.37)

0.18
(0.04)

0.12
(0.25)

○
(◎)

■「安田～安芸」区間の防災機能評価結果
あきやすだ

12



４．とりまとめ

13



14



15



５．計画段階評価の審議経過
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四国地方小委員会

（第1回）

意見聴取

（第1回）

四国地方小委員会

（第2回）

意見聴取

（第2回）

平成28年12月13日 平成29年9月～11月 平成30年1月24日 平成30年9月～11月

■計画段階評価手続き
の進め方、スケジュー
ル（案）

■地域、道路の現状と
課題

■意見聴取方法

対
応
方
針
の
決
定
（
概
略
ル
␗
ト
、
構
造
）

四国地方小委員会

（第3回）

平成31年2月7日

○地域、道路の課題

◆意見聴取方法
〈ヒアリング〉
対象者：関係自治体・

団体

〈アンケート〉
対象者：地域住民

企業等
道路利用者

〈意見交換会〉
対象者：地域住民

■政策目標の設定

■対応方針（案）の検討

・評価項目の設定
・比較ルート帯（案）

■第2回意見聴取
方法（案）

○ルート帯案を考える
際に重要となる項目

○インターチェンジの設
置位置を考える際に
配慮すべき事項

◆意見聴取方法
〈ヒアリング〉
対象者：関係自治体・

団体

〈アンケート〉
対象者：地域住民

企業等
道路利用者

〈意見交換会〉
対象者：地域住民

〈オープンハウス〉
対象者：地域住民

等

■対応方針（案）
（概略ルート、構造等）

等

計画段階評価の審議経過

地方小委員会
※各段階で随時自治体と調整

17



④救急搬送時における道路ネッ
トワークの速達性、安全な走
行性が不十分

○第三次救急医療機関への搬送

件数は減少傾向ではあるが、各

消防本部から毎年100件以上の

搬送が行われている。（図６）

〇線形不良箇所や事故多発箇所

の存在により、揺れが少なく安全

な走行性が確保されていない。

②地場産品の安定的な出荷が困難

④救急医療施設への速達性・安静搬送に支障、交通事故が多発

○奈半利～安芸間を通過する県立あき総合病院（第二次救急医療機関）への救急

搬送は、年々増加傾向である。

○室戸消防本部内に救急指定病院がないため、救急搬送の大部分が管外搬送と

なっている。 （図４）

〇また、対象区間は線形不良個所や事故危険

区間が存在し、安静搬送や交通安全に問題

を抱えている。

阿南安芸自動車道（奈半利～安芸）における計画段階評価

３．政策目標

①南海トラフ地震等に備えた信頼性の高いネットワークの確保

②速達性・走行性の向上により産業振興を支援

③地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援

④救急医療機関への速達性の向上や安静搬送の実現、走行性向上による交通事

故の減少

な は り あ き

①南海トラフ地震に対する地域ネットワークの脆弱性

③観光客数の伸び悩み

○高知県全体の観光客数が増加傾向の中、高知県東部地域の観光客数は伸び悩

んでいる。（図３）

①脆弱な道路の耐災害性

○唯一の幹線道路である国道55号（奈半利～安芸）は、南海トラフ地震の津波（最

大津波高16m）により、約8割浸水する。（図５）

③アクセス性が低い広域観光ルート

○対象区間は、高知県東部地域への広域観光周遊ルートの役割を期待されてい

るものの、周遊性の高い道路が整備されていないためアクセス性が低い。

こ う ち こ う ち

な は り

２．原因分析１．高知県東部地域の課題
こ う ち

②脆弱な物流ルート

○対象区間には迂回路がなく、国道55号では、異常気象により土砂災害や越波な

どによる通行止めが発生している。（図５）

こ う ち

な は り あ き

図５ 国道55号の現状

○安芸市・北川村は全国的なゆずの生産地であるが、高規格道路が整備され
ていない当該地域の全国シェアは低下傾向。（図2）

図2 地場産品の搬送状況

図３ 高知県東部地域の観光入込客数の推移

図６ 第三次医療機関への搬送件数

あ き

む ろ と

図４ 安芸地域の医療機関への搬送状況

図１ 津波浸水状況（安田町、田野町）

○国道５５号の奈半利～安芸

間では、津波により約８割

が浸水（最大浸水深約９m）

すると予測されている。

（図1、図５）

な は り あ き

あ き し きたがわむら

写真 津波浸水状況

浸水予測域
凡 例

至 室戸

【安田町】

【田野町】
【奈半利町】 浸水予測域

凡 例

写真 津波浸水状況

【写真②：高知県提供】

３ ４

２

１

２１
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阿南安芸自動車道（奈半利～安芸）における計画段階評価

４．対策案の検討

こう ち あ き な は り ち ょ う お つ こ う ち あ き い お き

図７ 奈半利～安芸地区における対策案の検討
な は り あ き

（参考）当該事業の経緯等

案①

案③

案②

橋梁部

案①標準断面図案①標準断面図

土工部
（単位︓ｍ）

あなん あき

あなん あき

橋梁部

案②標準断面図案②標準断面図

土工部
（単位︓ｍ）

案③標準断面図案③標準断面図

土工部
（単位︓ｍ）

こうち

な は り あ き

地域の要望等

・R2年 1月 一般国道55号・阿南安芸自動車道整備促進期成同盟会及び国道493号整備促進期成同盟

会が計画段階評価完了箇所等の早期事業化を国土交通省に要望

・R2年 8月 四国８の字ネットワーク整備・利用促進を考える会が財務省、国土交通省へ早期事業化を要望

・R2年10月 一般国道55号・阿南安芸自動車道整備促進期成同盟会及び国道493号整備促進期成同盟

会が未事業化箇所の早期事業化を国土交通省に要望

・R2年11月 四国８の字ネットワーク整備促進四国東南部連盟が未事業化箇所の早期事業化を国土

交通省に要望

・R3年 7月 四国８の字ネットワーク整備促進四国東南部連盟が国土交通省に四国８の字ネット

ワーク未事業化区間の早期事業化を要望

・R3年11月 四国８の字ネットワーク整備促進四国東南部連盟が財務省、国土交通省へ四国８の字

ネットワーク未事業化区間の早期事業化を要望

・R3年12月 四国８の字ネットワーク整備・利用促進を考える会が財務省へ早期事業化を要望

・R4年 1月 高知県知事が国土交通省へ早期事業化を要望

・H29年9月～10月 第1回意見聴取
・H30年9月～11月 第2回意見聴取

計画段階評価、都市計画決定の状況

・H28年12月第1回四国地方小委員会
・H30年1月 第2回四国地方小委員会
・H31年2月 第3回四国地方小委員会

対応方針：案①による対策が妥当

【計画概要】

・路線名：一般国道55号 ・区間：高知県安芸郡奈半利町乙～高知県安芸市伊尾木

・概略延長：約１３km ・標準車線数：２車線 ・設計速度：８０km/h

・概ねのルート：図6 案①のとおり

対策案の考え方 案① 市街地（集落）との連絡性を
優先するバイパス案

案② 区間延長を極力短くした
バイパス案

案③ 現道改良案
（現状の国道55号の急カーブ・道路幅等を改良する案）

評価項目 延長 約１３ｋｍ
８０km/hで走行できる自動車専用道路（２車線）

延長 約１２ｋｍ
８０km/hで走行できる自動車専用道路（２車線）

延長 約１４ｋｍ
６０km/hで走行できる一般道路（２車線）

政
策
目
標

①南海トラフ地震等に
備えた信頼性の高い
ネットワークの確保

国道５５号の代替機能 国道５５号の代わりとして利用できる 〇 国道５５号の代わりとして利用できる 〇 現状の国道５５号を改良するため、代わりとはならない △

地域の防災拠点への円滑な連絡の確保
円滑な連絡が確保できる
（案②より連絡距離が短い）

◎ 連絡が確保できる 〇
津波浸水影響を受けるため、
連絡が確保できない

△

避難路と連携した一時的な
避難場所としての活用

避難場所として活用できる ◎ 避難場所として一部活用できる 〇
津波浸水影響を受けるため、
避難場所として活用できない

△

②速達性・走行性の向上
により産業振興を支援

市場までの輸送時間短縮・商品の品質確保（急カーブや信号交差点の影響）
輸送時間の短縮や商品の品質確保が見込まれる
（案②より集荷場からのアクセス性が優れる）

◎ 輸送時間の短縮や商品の品質確保が見込まれる 〇 輸送時間の短縮や商品の品質確保は、さほど見込めない △

③地域間の交流促進によ
り広域的な観光振興を支
援

観光地への立寄り箇所や滞在時間の増加
(広域的な時間短縮 等)

時間短縮により、立寄り箇所や
滞在時間の増加が見込まれる

〇
時間短縮により、立寄り箇所や
滞在時間の増加が見込まれる

〇
時間短縮は小さく、立寄箇所や

滞在時間の増加は、さほど見込めない
△

④救急医療機関への速達
性の向上や安静搬送の実
現、走行性向上による交
通事故の減少

医療施設までの搬送時間の短縮や患者への負担軽減、交通事故の減少
（急カーブや信号交差点の影響）

搬送時間の短縮や患者への負担軽減、
交通事故の減少が見込まれる

（案②より集落からのアクセス性が優れる）
◎

搬送時間の短縮や患者への負担軽減、
交通事故の減少が見込まれる

〇
搬送時間の短縮や患者への負担軽減、
交通事故の減少は、さほど見込めない

△

配
慮
す
べ
き
事
項

自然環境

動物への影響 影響の可能性はあるが小さい 〇 影響の可能性はあるが小さい 〇 影響の可能性はあるが小さい 〇

植物への影響 影響の可能性がある △ 影響の可能性がある △ 影響の可能性はあるが小さい 〇

生活環境

集落などへの影響 小さい 〇 小さい（案①より小さい） ◎ 大きい △

大気質及び騒音等の影響 影響の可能性はあるが小さい 〇
影響の可能性はあるが小さい

（案①より小さい）
◎ 影響の可能性がある △

重要な史跡等への影響 影響の可能性はあるが小さい 〇 影響の可能性はあるが小さい 〇 影響の可能性はあるが小さい 〇

そ
の
他

事業期間 建設に要する期間 長い（案②より短い） 〇 長い △ 短い ◎

経済性 建設に要する費用 約６００～６５０億円 〇 約７５０～８００億円 △ 約５０～1００億円 ◎
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計画段階評価の審議経過

実施箇所 解決すべき課題等、原因 達成すべき
政策目標 複数案との比較 対応方針

阿南安芸
自動車道
奈半利～安芸
（高知県）

（課題等）
(1)南海トラフ地震
・地震・津波発生時に、地域の分断・孤立、確
実に避難ができるかが課題
・防災拠点施設への円滑な救命・救助部隊の
アクセスを確保することが今後の課題
(2)産業
・ゆず等の青果出荷割合が低下している
・キンメダイの全国シェアが低迷している
(3)観光
・地域活性化の観点から点在する観光資源を
相互に連携し、地域内外の交流を促進させる
ことが課題
(4)医療
・第三次救急医療機関への移動は、東部地
域人口の約4割が1時間以上を要し、迅速な
治療が受けられない
・管外搬送が年々増加している
・現道の急カーブ等が患者の負担となっている

（原因）
(1)南海トラフ地震
・国道55号の奈半利～安芸間では、津波によ
り約8割が浸水すると予測
・当該地域には、代替路となる道路がない
(2)産業
・現道の速達性が低い
・現道は急カーブが多く、走行性が悪い
(3)観光
・現道の速達性が低い
・現道では、地域の観光資源間の連絡が弱い
(4)医療
・現道の速達性が低い
・救急指定病院が不足
・現道は急カーブ箇所が多く、走行性が悪い

①南海トラフ地震に備えた信頼
性の高いネットワークの確保

・代替路の確保
・防災拠点施設や避難路との連
携

②速達性・走行性の向上により
産業振興を支援

③地域間の交流促進により広
域的な観光振興を支援

④救急医療機関への速達性の
向上・安静搬送の実現、走
行性向上による交通事故の
減少

［案①］市街地（集落）との連絡性を優先するバイパス案（事業費 約600～650億円）
〈市街地（集落）の極力近くを通るルートで自動車専用道路を整備する案〉
①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保
・国道55号の代わりとして利用できる
・地域の防災拠点施設への円滑な連絡が確保できる（案②より連絡距離が短い）
・避難路と連携し、一時的な避難場所として活用できる
②速達性・走行性の向上により産業振興を支援
・輸送時間の短縮や商品の品質確保が見込まれる（案②より集荷場からのアクセス性が優れる）
③地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援
・時間短縮により、立寄箇所や滞在時間の増加が見込まれる
④救急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現、走行性向上による交通事故の減少
・搬送時間の短縮や患者への負担軽減、交通事故の減少が見込まれる（案②より集落からのアク
セス性が優れる）

［案②］区間延長を極力短くしたバイパス案（事業費 約750～800億円）
〈区間延長を極力短くしたルートで自動車専用道路を整備する案〉
①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保
・国道55号の代わりとして利用できる
・地域の防災拠点施設への連絡が確保できる
・一部が避難路と連携し、一時的な避難場所として活用できる
②速達性・走行性の向上により産業振興を支援
・輸送時間の短縮や商品の品質確保が見込まれる
③地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援
・時間短縮により、立寄箇所や滞在時間の増加が見込まれる
④救急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現、走行性向上による交通事故の減少
・搬送時間の短縮や患者への負担軽減、交通事故の減少が見込まれる

［案③］現道改良案（事業費 約50～100億円）
〈現状の国道55号の急カーブ・道路幅等を改良する案〉
①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保
・現状の国道55号を改良するため、代わりとはならない
・津波浸水影響を受けるため、地域の防災拠点施設への連絡が確保できない
・津波浸水影響を受けるため、避難場所として活用できない
②速達性・走行性の向上により産業振興を支援
・輸送時間の短縮や商品の品質確保は、さほど見込めない
③地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援
・時間短縮は小さく、立寄箇所や滞在時間の増加は、さほど見込めない
④救急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現、走行性向上による交通事故の減少
・搬送時間の短縮や患者への負担軽減、交通事故の減少は、さほど見込めない

［案①］市街地（集落）との連絡
性を優先するバイパス案を選定

（理由）
・「案①」及び「案②」は、「案③」に比
べ全ての政策目標の達成が見込め、
「国道55号の代わりとして利用できるこ
と」という点で優れている。
・「案①」は「案②」に比べ、「災害発生
時に、円滑な救命・救助活動のため、
地域の防災拠点施設と連絡ができるこ
と」という点で優れており、日常はもとよ
り、地震・津波などの災害発生時にお
いても、信頼性・速達性・走行性・安
全性に優れた道路ネットワークを形成
することができる。

・インターチェンジ位置については、地域
の防災拠点施設や市街地（集落）、
流通施設等と円滑に連絡できることに
配慮した配置案とする。
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493
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193

195

439

438

438

439

32

32

319

55

55

柏木
IC

（仮）安芸東IC

（仮）安芸西IC

芸西西IC

香南かがみIC
香南のいちIC

鳴門JCT

徳島IC
徳島JCT

徳島沖洲IC

（仮）小松島IC

（仮）阿南IC

（仮）桑野IC

（仮）小野IC

なんこく
南IC

高知南IC

高知JCT

高知龍馬
空港IC

高知県

徳島県

由岐IC

日和佐IC

徳島津田IC

（仮）新野IC

（仮）長生IC

香南やすIC

高知中央IC

南国IC

野友
IC

（仮）安芸中IC

（仮）芸西東IC

開通済区間
L=15.0km
(高知南国
道路)

事業中
L=21.0km
(南国安芸
道路)

事業中
L=5.8km
(安芸道路)

新規事業
候補箇所
L=9.1km
(奈半利安芸
道路（安田
～安芸）)

調査中区間
L=4.0km
(奈半利安芸
道路（奈半利
～安田）)

開通済区間
L=5.0km
(北川奈半利
道路)

事業中
L=4.0km
(北川道路
2-2工区)

事業中
L=9.0km
(北川道路
1工区)

事業中
L=8.5km
(野根安倉
道路)

事業中
L=14.3km
(海部野根
道路)

調査中区間
L=8.3km
(内妻海部
道路)

調査中区間 開通済区間
L=9.3km
(日和佐
道路)

事業中
L=9.6km
(福井道路)

事業中
L=6.5km
(桑野道路)

事業中
L=17.3km
(四国横断自
動車道(阿南
～徳島東))

事業中
L=4.7km
(四国横断
自動車道
(NEXCO))

B/C EIRR

新規事業
候補箇所 ※1 ※1 〇 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 0.4 0.1％

一体評価
区間※2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 1.1 4.2％

（仮）立江ᆆ渕IC

愛媛県

E55

E55

E32

E56

E32
E11

E11

E55

（仮）海部IC

（仮）宍喰IC

（仮）野根IC

（仮）甲浦IC

伊野IC

NEXCO区間

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※1：新規事業候補箇所のB/C等の算定にあたり、事業中区間は将来ネットワークに含む
※2：基準年をR3として計算

（仮）安田IC

凡 例
開通済区間
事業中区間
調査中区間
対象区間

阿南安芸自動車道・高知東部自動車道・徳島南部自動車道
徳島JCT～高知JCT
Ｌ＝約168ｋｍ

（一体評価区間 L=146.7km）

広域ネットワークでの費用便益分析＜阿南安芸自動車道 奈半利安芸道路（安田～安芸）＞
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